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３ 計画の施策体系 
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快適な環境が 

将来にわたって 

適切に保全されるまち 

環境目標１-１ 大気の保全 
環境汚染のない、きれいな空気の中で健康的に暮らせること 

環境目標１-２ 土壌・地下水の保全 
環境汚染のない、きれいな土や地下水が確保されていること 

環境目標１-３ 河川・海の保全 
環境汚染のない、きれいな川や海が確保されていること 

環境目標１-４ 騒音・振動・悪臭の防止 
騒音・振動・悪臭が抑制され、快適に生活できること 

環境目標１-５ 放射性物質への対応 
放射性物質による汚染がなく、安全で安心な暮らしができること 

環境目標１-７ 文化的・歴史的資源の活用 
文化的・歴史的資源の活用により、郷土意識が醸成されていること 

環境目標１-６ 景観の保全・形成 
藤沢ならではの景観が保全され、良好な景観が形成されていること 

環境像１ 

環境目標２-１ 緑と里山の保全 
豊かな緑が保全・再生され、水と緑が調和した自然にふれあえること 

環境目標２-２ 生物多様性の保全 
自然環境に配慮し、都市環境と豊かな自然とが調和していること 

環境目標２-３ 新たな緑の創出 
新たに緑が創出され、潤いのある生活がおくれること 

環境目標２-４ 農水産業との共存 
安全・安心な食を身近で確保するための地産地消が実践されていること 

地域資源を活用し 

自然とふれあえるまち 

環境像２ 

資源を持続可能な形で 

循環し利用していくまち 

環境目標３-１ 廃棄物の発生・排出抑制 
廃棄物の発生・排出抑制を進め、環境負荷が低減されていること 

環境目標３-２ 廃棄物の適正な処理 
廃棄物の適正な処理を進め、循環型社会が形成されていること 

環境像３ 

環境目標４-１ 環境教育の推進 
市民・事業者・行政で、環境を意識した行動が広がっていること 

環境目標４-２ 各主体による環境保全・環境美化 
市民・事業者・行政が協力して、さまざまな環境保全・環境美化が
展開されていること 

次の世代の中心 

となって活躍する人が 

育つまち 

環境像４ 

環境目標５-４ 循環型社会の形成 
廃棄物の発生・排出抑制及び適正処理が進み、循環型社会が形成さ
れていること 

環境目標５-１ 省エネルギー対策の推進 
脱炭素型のライフスタイルや省エネ設備の導入により、省エネルギ
ー対策が進んでいること 

環境目標５-２ エネルギーの地産地消 
再生可能エネルギーの活用により、エネルギーの地産地消が実現さ
れていること 

環境目標５-５ 気候変動への適応 
地球温暖化に伴う影響を評価・低減し、気候変動に適応していること 

環境目標５-３ 環境にやさしい都市システムの構築 
環境への負荷を低減した都市システムにより、脱炭素社会が実現さ
れていること 

環境にやさしく 

地球環境の変化に 

適応したまち 

環境像５ 


